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一般社団法人能登里海教育研究所 海洋教育促進プログラム 

 
令和３年度実施事業の概要 

 
本年度は昨年度に引き続き、これまで実績を上げてきた学校と外部協力者をつなぐ

コーディネート活動を継続し、石川県能登町、珠洲市、金沢市、河北郡津幡町、長野県、

千葉県、東京都など授業支援の範囲を広げるとともに、新たな海洋教育の拠点を開拓し

ました。また、学校教育課程での海洋教育活動の実践を支援し、普及を促すために、金

沢大学教育学域など将来の教員となる可能性のある学生に授業を行いました。 
モデルとなる海洋教育活動の情報について、学校教育に携わる教員で共有し海洋教

育授業の実践を可能にすることを目的とした、海洋教育 Web プラットフォーム「海の
授業ちえぶくろ」を開発し公開いたしました。また、「第 4回いしかわ海洋教育フォー
ラム～学校と地域でつくる学びの海辺～地域の力・科学の力を活かした教育活動～」を

オンライン開催し、これまでの海洋教育の成果を石川県及び全国の学校の教職員、一般

市民に向けて公表することができました。 
 

 

 
Webプラットフォーム「海の授業ちえぶくろ」 
（https://chiebukuro.notosatoumi.com/） 
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1－1 海洋教育特例校における海洋教育  

 

石川県能登町立小木小学校の取り組みの概要 

 
 石川県能登町立小木小学校は平成 27 年度から継続して文科省の特例校に指定され、
「里海科」が設置されています。里海科は平成 27年度の開始時より 5年生と 6年生に
それぞれ 35 時間が割り当てられています。他の 1、2、3、4 年生は生活科、理科、社
会、総合、家庭の時間を使って「里海活動」を実施しています。能登里海教育研究所は、

金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施設、能登町教育委員会と協力し、必要

に応じて授業の一部指導や、専門知識を持つ地域の方を支援員としてコーディネート、

連携施設との調整、器材提供を行い、里海科と里海活動の支援を行っています。本校に

おける里海科の取り組みは、海洋ごみ削減に関わる活動が評価され、小木小学校の里海

科学習グループが第 26回北國あすなろ賞を受賞しました。本年度は、本校の海洋教育
カリキュラムを継続的に実施するため、実践支援と教員へのフォローアップを行いまし

た。 
 
 

小木小学校の海洋教育実施状況（令和 3年度年間計画） 

学年 海洋教育充当科目・配分時数 学習内容 
1年 生活科 16時間 海辺の季節変化 
2年 生活科 26時間 海の生き物の飼育 

水族館をつくろう 
3年 理科・社会・総合等＊70時間 海辺の観察 

川の生き物観察（川と海の繋がり） 
環境美化 

4年 理科・社会・総合等＊70時間 特産物イカの PR 
地域の食文化を知ろう 
地域の食文化の発信 

5年 理科 20時間・社会 11時間・総
合 5時間 

魚のたんじょう 
海洋プラスチックごみの調査 
海洋プラスチックごみ問題の地域

への PR 
6年 理科 15時間・総合 10時間・家

庭 10時間 
漁師の仕事体験 
海産物を使った料理 
防災 
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小木小学校と京都府亀岡市立西別院小学校との全学年同士のリモート交流学習 

 

 
小木小学校 5年生、里海発表会で低学年に海洋ごみ問題について発表する様子 
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2021年 10月 15日北國新聞 

 
 

2021年 10月 19日北國新聞 
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2021年 10月 15日北國新聞 

 
 

2021年 10月 19日北國新聞 
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と
り
丸
乗
船

（
7/
26
~7
/3
0）

〇
能
登
高
校

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
体
験

（
7/
26
~8
/5
）

〇
つ
く
モ
ー
ル

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
体
験

（
第
２
週
目
）

〇
の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

海
の
仕
事
調
査

☆
該
当
施
設

海
に
関
す
る
職
場
体
験

☆
該
当
施
設

地
域
活
性
化

魚
の
た
ん
じ
ょ
う

(理
科
)７
時
間

☆
里
海
研

６
年
生

（
里
海
）

動
物
の
か
ら
だ
の

は
た
ら
き
(理
科
)

５
時
間

☆
里
海
研

植
物
の
か
ら
だ
の
は
た

ら
き
(理
科
)３
時
間

☆
里
海
研

５
月

６
月

８
月

９
月

２
月

３
月

１
年
生

春
の
海

〇
五
色
が
浜

〇
東
町
周
辺

里 海 遠 足 ( 下 旬 )

イ カ 釣 り 船 見 送 り ( 上 旬 )

夏
の
海

〇
五
色
が
浜

秋
の
海

〇
五
色
が
浜

里 海 研 究 発 表 会 ( 下 旬 )

冬
の
海

〇
五
色
が
浜

生
き
物
飼
育

〇
の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

磯
観
察

生
き
物
採
集

〇
の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

飼
育
準
備

☆
里
海
研

海
の
観
察

☆
里
海
研

〇
要
相
談

川
の
観
察

☆
里
海
研

〇
松
波
川

校 内 里 海 発 表 会 ( 上 旬 )

一 年 間 の ま と め と 振 り 返 り

イ カ 釣 り 船 講 義

着 衣 水 泳 ( 上 旬 )

☆ 能 登 海 上 保 安 署

５
年
生

（
里
海
）

植
物
の
発
芽
と
成
長
（
理
科
）
４
時
間

☆
里
海
研

イ カ 釣 り 船 見 送 り ( 総 合 )

水
産
業
の
さ
か
ん
な

地
域
(社
会
)５
時
間

〇
カ
キ
の
養
殖
見
学

〇
和
平
商
店
見
学

〇
…
施
設
や
場
所
　
　
☆
…
関
係
機
関
や
人

イ
カ
す
会
に
参
加
し
よ

う
（
総
合
）
２
時
間

花
か
ら
実
へ
(理
科
)４
時
間

☆
里
海
研

生
き
物
の
く
ら
し
と
環
境
(理
科
)３
時
間

＝
親
子
で
夜
の
観
測
会

〇
臨
海
実
験
所

☆
里
海
研

防
災
意
識
を
持
と
う
(総
合
)３
時
間

☆
小
木
中
学
校
と
連
携

く
ふ
う
し
よ
う
お
い
し
い
食
事
(家
庭
)

１
０
時
間

地
球
に
生
き
る
(理
科
)４
時
間

☆
SD
Gs
関
係
者

SD
Gs
カ
ー
ド

こ
れ
か
ら
の
食
料
生
産
(社
会
)

２
時
間

☆
水
産
業
に
携
わ
る
方

流
れ
る
水
の
は
た
ら
き

(理
科
)５
時
間

〇
九
里
川
尻
川

日
本
の
貿
易
と
こ
れ
か

ら
の
工
業
生
産
(社
会
)

１
時
間

校 内 里 海 発 表 会 ( 総 合 )

環
境
と
わ
た
し

た
ち
の
く
ら
し

(社
会
)２
時
間

自
然
災
害
か
ら

人
々
を
守
る
(社

会
)１
時
間
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第 1学年の実施内容 

 
小学 1年生では生活科の時間を利用し、能登町にある海の自然を活かした体験活動を提供する「の

と海洋ふれあいセンター」周りの海の散策を行い、里海の自然と触れ合いました。活動後は、お気

に入りの海藻を教室に持ち帰り、各子どもが Chromebookを使い、海藻の写真を撮り、その写真を
なぞって海藻の絵を描くといった、身近な自然を観察し、それらの違いや特徴、不思議さを学ぶ学

習を行いました。次項に第 1学年里海活動年間計画を紹介します。 
 

 
海の散策授業 

 

 
Chromebookを使った授業 

7
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里海活動年間計画                            第１学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

  

 

 

５
月 

＜あそびばにでかけよう＞ 

・みんなであそぼう 

 

（生活科：３時間） 

A‐a 

 

① 五色が浜や東町の海辺に行き，里海の春の様子を諸感覚で感じなが

ら，海辺の自然と触れ合う。 

② 磯遊びで各自が見付けて採集した海藻や貝について交流する。 

③ 海辺で気付いたことや発見したことを発見カードに書く。 

６
月 

   

 

７
月 

＜なつとなかよし＞ 

・なつとあそぼう 

（生活科：３時間） 

A-a 

 

 

① 五色が浜に行き，里海の夏の様子を諸感覚で感じながら，海辺の自然

と触れ合う。 

② 遊んだことや見付けたことについて，絵や言葉で表し，友達に伝える。 

９
月 

   

10 

月 

＜あきとなかよし＞ 

・夏と秋のうみをくらべよう 

（生活科：３時間） 

A-a 

 

 

① 五色が浜に行き，春や夏に来たときとの違いや変化を探したり，秋の

特徴を探したりする。 

② 海辺で気付いたことや発見したことを発見カードに書き，伝え合う。 

11 

月 

＜あきとなかよし＞ 

 

 (生活科：３時間) 

B-c 

 

 

 

 

① 集めた木の実，海藻や貝殻を見て，できる遊びや道具を考える。 

② 遊び道具の設計図を作る。 

③ 設計図をもとに木の実や海藻，貝殻を使って遊び道具を作る。 

④ 遊び道具を使って遊び，面白い所や工夫しているところを話し合う。 

⑤ さらに楽しく遊べるように工夫して作る。 

12 

月 

  

 

 

１
月 

  

 

 

２
月 

  

 

 

 
 
 
 
 
  
 

３
月 

＜ふゆとなかよし＞ 

・秋と冬のうみをくらべよう 

（生活科：２時間） 

＜生きものだいすき＞ 

・生きものとふれあおう 

（生活科：２時間） 

B－c 

 

 

 

A－a 

 

① のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き，秋に来たときとの違いや変

化を探したり，冬の特徴を探したりする。 

② 海辺で気付いたことや発見したことをカードに書き，伝え合う。 

 

③ のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き，ヤドカリや貝，カニなどを

採集し持ち帰る。 

④ 教室で一週間程度飼育する。観察して感じたことを伝え合う。 

※内容 A海に親しむ B海を知る C海を守る D海を利用する 

8
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里海活動年間計画                            第１学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

  

 

 

５
月 

＜あそびばにでかけよう＞ 

・みんなであそぼう 

 

（生活科：３時間） 

A‐a 

 

① 五色が浜や東町の海辺に行き，里海の春の様子を諸感覚で感じなが

ら，海辺の自然と触れ合う。 

② 磯遊びで各自が見付けて採集した海藻や貝について交流する。 

③ 海辺で気付いたことや発見したことを発見カードに書く。 

６
月 

   

 

７
月 

＜なつとなかよし＞ 

・なつとあそぼう 

（生活科：３時間） 

A-a 

 

 

① 五色が浜に行き，里海の夏の様子を諸感覚で感じながら，海辺の自然

と触れ合う。 

② 遊んだことや見付けたことについて，絵や言葉で表し，友達に伝える。 

９
月 

   

10 

月 

＜あきとなかよし＞ 

・夏と秋のうみをくらべよう 

（生活科：３時間） 

A-a 

 

 

① 五色が浜に行き，春や夏に来たときとの違いや変化を探したり，秋の

特徴を探したりする。 

② 海辺で気付いたことや発見したことを発見カードに書き，伝え合う。 

11 

月 

＜あきとなかよし＞ 

 

 (生活科：３時間) 

B-c 

 

 

 

 

① 集めた木の実，海藻や貝殻を見て，できる遊びや道具を考える。 

② 遊び道具の設計図を作る。 

③ 設計図をもとに木の実や海藻，貝殻を使って遊び道具を作る。 

④ 遊び道具を使って遊び，面白い所や工夫しているところを話し合う。 

⑤ さらに楽しく遊べるように工夫して作る。 

12 

月 

  

 

 

１
月 

  

 

 

２
月 

  

 

 

 
 
 
 
 
  
 

３
月 

＜ふゆとなかよし＞ 

・秋と冬のうみをくらべよう 

（生活科：２時間） 

＜生きものだいすき＞ 

・生きものとふれあおう 

（生活科：２時間） 

B－c 

 

 

 

A－a 

 

① のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き，秋に来たときとの違いや変

化を探したり，冬の特徴を探したりする。 

② 海辺で気付いたことや発見したことをカードに書き，伝え合う。 

 

③ のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き，ヤドカリや貝，カニなどを

採集し持ち帰る。 

④ 教室で一週間程度飼育する。観察して感じたことを伝え合う。 

※内容 A海に親しむ B海を知る C海を守る D海を利用する 
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第 2学年の実施内容 

 
小学 2 年生では 1 年生と同様に生活科の時間を利用し、のと海洋ふれあいセンター

の屋外タッチプールで生き物を採集しました。採集した生き物を教室に設置した水槽で

一定期間飼育し、生きものが好む住み家やエサについて調べ、動物の飼育や生きものに

も生命があることを学びました。また、3、4年生からは飼育の経験を教えてもらい、1
年生には、自分たちで育ててきた生き物を紹介しました。飼育のみでなく、調べた内容

から生きものを紹介する「オリジナル水族館」を展示しました。次項に第 2学年里海活
動年間計画を紹介します。 

 

 
磯の生き物採集 

 

 
自分たちで育ててきた生き物を他学年に紹介する授業 

9
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里海活動年間計画                             第２学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

   

５
月 

＜とび出せ！ 

町のたんけんたい＞ 

・いろいろな生きものをしってい

るよ（生活科：２時間） 

B-a 

 

 

①見たことのある海の生きものを話し合う。 

②知っている生きものについて図鑑で調べる。 

 

６
月 

＜みんな生きている＞ 

・小木の海に出かけよう 

（生活科：６時間） 

 

 

A-a 

B-a 

①海の生きものを採取する 

②海の生きものを観察し，名前や特徴を調べる。 

③見つけた生きものの特徴をカードにまとめ，「いその生きものマッ

プ」に貼る。 

④マップを見て気付いたことを交流し合う。 

７
月 

＜みんな生きている＞ 

・たいせつにそだてるよ 

（生活科：４時間） 

A-a 

B-c 

①育てたい生きものを採取する。 

②生きものが好む住みかと餌を調べ，まとめる。 

③住みかにつかえそうな材料を採取する。 

④住みかを作る。 

９
月 

   

10 

月 

＜みんな生きている＞ 

・よく見ると… 

（生活科：６時間） 

 

A-b 

 

 

 

①世話をする。 

②生きものに適した世話を考える。 

③生きものにとってどうすることが幸せか考える。 

④お別れの手紙を書き，生きものを海に返す。 

11 

月 

＜町のすてきつたえたい＞ 

・教えてあげたいな 

（生活科：８時間） 

B-c ①育ててわかったことや不思議に思ったことを振り返りまとめる。 

②生きものの観察を繰り返し行い，観察したことをカードや viscuit

にまとめる。 

③生きもの紹介カードを作成する。④⑤飼育した楽しさや気付きをま

とめて，１年生に紹介する。 

12 

月 

   

１
月 

 

 

  

２
月 

   

３
月 

 

 

  

※内容 A海に親しむ B海を知る C海を守る D海を利用する 
10
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里海活動年間計画                             第２学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

   

５
月 

＜生きものといっしょに＞ 

・いろいろな生きものをしってい

るよ（生活科：２時間） 

B-a 

 

 

①見たことのある海の生きものを話し合う。 

③ っている生きものについて図鑑で調べる。 

 

６
月 

＜発見！町へ飛び出そう！＞ 

・海に出かけよう 

（生活科：６時間） 

 

 

A-a 

B-a 

①海の生きものを採取する 

②海の生きものを観察し，名前や特徴を調べる。 

③見つけた生きものの特徴をカードにまとめ，「いその生きものマッ

プ」に貼る。 

④ ップを見て気付いたことを交流し合う。 

７
月 

   

９
月 

＜生きものといっしょに＞ 

・たいせつにそだてるよ 

（生活科：４時間） 

A-a 

B-c 

①育てたい生きものを採取する。 

②生きものが好む住みかと餌を調べ，まとめる。 

⑤ みかにつかえそうな材料を採取する。 

② みかを作る。 

10 

月 

＜生きものといっしょに＞ 

・よく見ると… 

（生活科：４時間） 

＜生きものといっしょに＞ 

・教えてあげたいな 

（生活科：８時間） 

A-b 

 

 

 

 

①世話をする。 

②生きものに適した世話を考える。 

 

③生きものの観察を繰り返し行い，観察したことをカードにまとめる。 

③ きもの紹介カードを作成する。 

④ 育した楽しさや気付きをまとめて，１年生に紹介する。 

11 

月 

＜生きものといっしょに＞ 

・ずっといっしょにいたいけ

ど・・・ 

（生活科：２時間）  

B-c ①生きものにとってどうすることが幸せか考える。 

②お別れの手紙を書き，生きものを海に返す。 

② ててわかったことや不思議に思ったことを振り返りまとめる。 

12 

月 

   

１
月 

 

 

  

２
月 

   

３
月 

 

 

  

※内容 A海に親しむ B海を知る C海を守る D海を利用する 
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第 3学年の実施内容 

 
小学 3 年生では総合的な学習の時間を使用し、海と川の生き物の違いについて調べ

ました。のと海洋ふれあいセンターで磯観察や、松波川で生き物採集を行いました。ま

た、小学校校区にある海岸の清掃活動を行い、どんなゴミがどれくらいの量落ちていた

か、分別して重さを測り、それらがどこからきたのか想像し、ゴミがあるとどんな困っ

たことがあるのか、自分たちに何ができるかを考える学習をしました。その後、「海を

大切に」という思いを込めてゴミを捨てないよう呼びかけるポスターを作りました。他

にも、小木小学校と京都府亀岡市をオンラインで繋ぎ、脱プラスチック先進地域の取り

組みを学びました。次項に第 3学年の里海活動年間計画を紹介します。 
 

  
        磯観察             川の生き物観察 

 

2022年 2月 22日北陸中日新聞 
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里海活動年間計画                             第３学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

海の生き物を調べよう 

～海と川の生き物の違いか

ら～ （９時間） 

 

A-b 

B-c 

①これまでの学習を振り返り，九十九湾にいる生き物について話し合う。 

②九十九湾を探検し，生き物や生き物の特徴を知る。 

③九十九湾を探検し分かったことをまとめる。 

５
月 

６
月 

川の生き物を調べよう 

～海と川の生き物の違いか

ら～ （１８時間） 

 

A-b 

B-c 

①松波川にどんな生き物がいるか予想する。 

②松波川を探検し，生き物や生き物の特徴を知る。 

③松波川を探検し分かったことをまとめる。 

④海と川の生き物は，住んでいる環境の違いによってどのような違いや似

たところがあるのか考える。 

⑤海と川を行き来する生き物について知る。 

⑥これまでに分かったことをまとめる。 

７
月 

９
月 

わたしたちの海を守ろう 

～海・川・山の関係は？～ 

（３５時間） 

～美しい小木の海に～ 

B-d ①海と川と山の関係について調べる。 

②水の流れによって陸のゴミが海へ流れ着くことを知る。 

 

10
月 

C-b 

C-a 

①小木の海に流れ着いた海洋ごみを見て話し合う。 

②海岸の漂着物がどこから来たのか調べる計画を立てる。 

③調べるために海岸清掃をし，ゴミを分別する。 

④GTを招き，海流や風などの自然現象が原因であることを知る。 

⑤ゴミの分別をして分かったことをまとめる。 

⑥小木の海を守るために，自分達にできることは何か考える。 

⑦海を守るために海岸清掃をする。 

⑧海を守ることを呼びかけるポスターを作成する。 

11 

月 

12 

月 

１ 

月 

２ 

月 

１年間の振り返りをしよう 

（８時間） 

C-a 

A-b 

B-c,d,e 

①どのような活動をしたか振り返る。 

②まとめ方を考える。 

 

３ 

月 

※内容 A海に親しむ B海を知る C海を守る D海を利用する 
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里海活動年間計画                             第３学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

海の生き物を調べよう 

～海と川の生き物の違いか

ら～ （９時間） 

 

A-b 

B-c 

①これまでの学習を振り返り，九十九湾にいる生き物について話し合う。 

②九十九湾を探検し，生き物や生き物の特徴を知る。 

③九十九湾を探検し分かったことをまとめる。 

５
月 

６
月 

川の生き物を調べよう 

～海と川の生き物の違いか

ら～ （１８時間） 

 

A-b 

B-c 

①松波川にどんな生き物がいるか予想する。 

②松波川を探検し，生き物や生き物の特徴を知る。 

③松波川を探検し分かったことをまとめる。 

④海と川の生き物は，住んでいる環境の違いによってどのような違いや似

たところがあるのか考える。 

⑤海と川を行き来する生き物について知る。 

⑥これまでに分かったことをまとめる。 

７
月 

９
月 

わたしたちの海を守ろう 

～海・川・山の関係は？～ 

（３５時間） 

～美しい小木の海に～ 

B-d ①海と川と山の関係について調べる。 

②水の流れによって陸のゴミが海へ流れ着くことを知る。 

 

10
月 

C-b 

C-a 

①小木の海に流れ着いた海洋ごみを見て話し合う。 

②海岸の漂着物がどこから来たのか調べる計画を立てる。 

③調べるために海岸清掃をし，ゴミを分別する。 

④GTを招き，海流や風などの自然現象が原因であることを知る。 

⑤ゴミの分別をして分かったことをまとめる。 

⑥小木の海を守るために，自分達にできることは何か考える。 

⑦海を守るために海岸清掃をする。 

⑧海を守ることを呼びかけるポスターを作成する。 

11 

月 

12 

月 

１ 

月 

２ 

月 

１年間の振り返りをしよう 

（８時間） 

C-a 

A-b 

B-c,d,e 

①どのような活動をしたか振り返る。 

②まとめ方を考える。 

 

３ 

月 

※内容 A海に親しむ B海を知る C海を守る D海を利用する 
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第 4学年の実施内容 

 
小学 4 年生では地域のことを調べ、ふるさとの特徴について考えることを目的とし

た授業を行いました。石川県漁業協同組合小木支所の漁協職員による地域の主要な産業

であるイカ釣り漁業のしくみについての解説や施設の見学、地域在住の専門家によるイ

カの地域の伝統的な料理の授業などを行いました。学んだ成果はイカレシピブックとし

て作成して配布しました。次項に第 4学年の里海活動年間計画を紹介します。 
 
 

 
漁協見学 

 

 
地域の特産品「イカ」を使った調理実習
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里海活動年間計画                            第４学年 

月 単 元 名（時数） 
指  導  の  内  容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

イカす会に参加しよう 

（５時間） 

D-a 

C-a 

 

①昨年度の活動を振り返り，環境保全活動に取り組む。 

②イカす会に参加し，活動報告をする。 

③参加して感じたことを伝え合う。 

５
月 

小木の産業について知ろう

（２２時間） 

D-b 

 

 

 

B-e 

 

 

 

A-b 

D-b 

①イカす会の参加から，小木のイカ釣り産業について考える。 

②能登町の小学４年生を対象にアンケート調査を行う。 

③結果を集計し，課題について話し合う。 

④学習計画を立て，今後の活動の見通しを持つ。 

⑤イカの「漁」「体のつくり」「伝統的な料理」の３つのグループに分かれ

て調べ学習をする。 

⑥調べたことを新聞にまとめ報告し合う。 

⑦もっと知りたいこと・調べたいことを明確にし，活動計画を立てる。 

⑧イカ漁について，小木漁協へ行き話を聞く。 

⑨イカの体のつくりについて観察する。 

⑩学んだことをもとに，何についてどのように発信するか話し合う。 

６
月 

７
月 

９
月 

小木発信プロジェクト 

～小木の町を PRしよう～ 

（３０時間） 

 

 

 

 

 

 

D-b 

 

 

 

 

 

 

 

①イカの伝統的料理を地元の方に教えていただき、調理実習をする。 

②発信するための学習計画を立て，今後の見通しを持つ。 

③イカの町と言われる理由についてまとめる。 

④紙芝居を作成する。 

⑤お話にぴったりな写真を選ぶ。 

⑥紙芝居を完成させ，発信するための動画撮影に取り組む。 

⑦イカ料理について，何をレシピに掲載するか話し合う。 

⑧レシピ本に掲載する料理を，地域の方々の力をお借りし，実際に作って

みる。 

⑨調理実習を思い出しながら，レシピ本の下書きをする。 

⑩調理の様子が詳しく分かる写真を選ぶ。 

⑪清書する。 

⑫メッセージを添えて完成させる。 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

１
月 

他の地域との違いを知ろう

（１３時間） 

C-a ①感想交流し，他地域との産業の違いを知る。 

②他にも地域による違いがないか考える。 

③環境の違いに気付き，小木の町の現状を知る。 

④次年度への見通しを持つ。 ２
月 

３
月 

※領域 A海に親しむ B海を知る C海を守る D海を利用する 
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里海活動年間計画                            第４学年 

月 単 元 名（時数） 
指  導  の  内  容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

イカす会に参加しよう 

（５時間） 

D-a 

C-a 

 

①昨年度の活動を振り返り，環境保全活動に取り組む。 

②イカす会に参加し，活動報告をする。 

③参加して感じたことを伝え合う。 

５
月 

小木の産業について知ろう

（２２時間） 

D-b 

 

 

 

B-e 

 

 

 

A-b 

D-b 

①イカす会の参加から，小木のイカ釣り産業について考える。 

②能登町の小学４年生を対象にアンケート調査を行う。 

③結果を集計し，課題について話し合う。 

④学習計画を立て，今後の活動の見通しを持つ。 

⑤イカの「漁」「体のつくり」「伝統的な料理」の３つのグループに分かれ

て調べ学習をする。 

⑥調べたことを新聞にまとめ報告し合う。 

⑦もっと知りたいこと・調べたいことを明確にし，活動計画を立てる。 

⑧イカ漁について，小木漁協へ行き話を聞く。 

⑨イカの体のつくりについて観察する。 

⑩学んだことをもとに，何についてどのように発信するか話し合う。 

６
月 

７
月 

９
月 

小木発信プロジェクト 

～小木の町を PRしよう～ 

（３０時間） 

 

 

 

 

 

 

D-b 

 

 

 

 

 

 

 

①イカの伝統的料理を地元の方に教えていただき、調理実習をする。 

②発信するための学習計画を立て，今後の見通しを持つ。 

③イカの町と言われる理由についてまとめる。 

④紙芝居を作成する。 

⑤お話にぴったりな写真を選ぶ。 

⑥紙芝居を完成させ，発信するための動画撮影に取り組む。 

⑦イカ料理について，何をレシピに掲載するか話し合う。 

⑧レシピ本に掲載する料理を，地域の方々の力をお借りし，実際に作って

みる。 

⑨調理実習を思い出しながら，レシピ本の下書きをする。 

⑩調理の様子が詳しく分かる写真を選ぶ。 

⑪清書する。 

⑫メッセージを添えて完成させる。 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

１
月 

他の地域との違いを知ろう

（１３時間） 

C-a ①感想交流し，他地域との産業の違いを知る。 

②他にも地域による違いがないか考える。 

③環境の違いに気付き，小木の町の現状を知る。 

④次年度への見通しを持つ。 ２
月 

３
月 

※領域 A海に親しむ B海を知る C海を守る D海を利用する 

 

15 

第 5学年の実施内容 
 
小学 5 年生では里海科で 35 時間をつかい、海洋ごみ調査、海藻の光合成と成長、水産加工施設

の見学、ゲストティーチャーによるイカ漁業の授業、海岸清掃、海の安全講習、牡蠣の養殖場見学、

海岸防災・水害マップ、水草の受粉のしくみ、ウニの発生授業などを実施しました。他にも、例年、

公開授業を実施している「能登小木港イカす会」はコロナ禍により中止となったため、イベントと

は別に、金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施設で小木小学校 5、6年生の合同によりイ
カの観察・解剖授業を実施しました。次項に第 5学里海科年間計画を紹介します。 

 

  
          海洋ごみ調査            水産加工施設の見学 

 

  
           着衣泳体験            牡蠣の養殖場見学 

 

  
         水草の受粉の仕組み           ウニの発生授業 
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2021年 5月 29日北國新聞 

 
 
2021年 5月 30日北陸中日新聞 
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2021年 5月 29日北國新聞 

 
 
2021年 5月 30日北陸中日新聞 
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里海科年間計画                             第５学年 

 

 

 

 

月 
単 元 名 

【教科】（時数） 

指 導 の 内 容 

領域 学習活動 評価規準 

５
月 

植物の発芽と成長 

【理科】（４時間） 

・植物の成長に関係

する条件 

・陸と海の植物の成

長の違い 

Ｂ－c 

 
 

①海の植物である海そうの成長について GT

から話を聞く。 

②陸と海の植物の成長について学んだことを

まとめる。 

Ⅰ海そうの成長の過程や成長に関わ

る要因の関係について理解してい

る。 

Ⅱ海そうの成長について得られた知

識を基に考察し，表現している。 

Ⅲ植物の発芽や成長についての学習

を振り返り，表現している。 

イカす会に参加しよう 

【総合】（２時間） 

Ｂ－c

Ｂ－e 

①地域の活性化をめあてにした「イカす会」

に参加して，イカ釣り船の様子やイカの生

態を知る。 

Ⅲイカ釣り船のしくみやイカの生態

に興味を持って活動している。 

６
月 

イカ釣り船団見送り 

【総合】（１時間） 

Ｂ－e ①小木地区におけるイカ釣り船団の様子から

伝統的な産業であることを知る。 

Ⅰイカ釣り船団の見送りを通してイ

カ漁に興味を持ち，伝統的な産業

であることを知ろうしている。 

魚のたんじょう 

【理科】（７時間） 

 

・魚の卵の中の変化 

・顕微鏡の使い方 

・受精の瞬間 

・受精後の様子 

・プランクトン観察 

Ｂ－c 

 

 

 

 

 

Ｂ－d 

 

①魚の中の卵の成長の変化をまとめる。 

②ウニの成体や放卵，放精，受精の様子を顕

微鏡で観察する。 

 （講師を招いて TTで指導する。） 

③メダカの卵の変化に興味をもち，子メダカ

が生まれるまでの卵の中の様子を，解剖顕

微鏡を正しく操作して観察し記録する。 

④水の中には魚の食べ物があるかを話し合

い，海水を顕微鏡で調べ魚の食べ物と水の

中の小さな生き物についてまとめる。 

⑤魚の食べ物と水の中の小さな生き物につい

てまとめる。 

⑥魚の卵の中での成長と水の中の小さな生き

物についてまとめる。 

Ⅲ動物の発生や成長を意欲的に追究

し，生命を尊重したり自然の力の

大きさを感じたりするとともに，

見いだしたきまりを生活に当ては

めてみようとしている。 

Ⅱ動物の発生や成長に興味をもって

追究し，量的変化や時間的変化に

ついて考察し，表現している。 

Ⅰ動物を育てたり，問題解決に適し

た方法を工夫したりして観察を行

い，その過程を記録している。 

Ⅰ動物の発生や成長について，生命

の連続性について実感を伴って理

解している。 

◎評価の観点 
Ⅰ…知識及び技能  Ⅱ…思考力・判断料・表現力等  Ⅲ…学びに向かう力・人間性等 
理科（２０時間），社会科（１０時間），総合的な学習の時間（５時間） 
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７
月 

水産業のさかんな地域 

【社会】（５時間） 

 

・沖合漁業の様子 

・漁港の様子 

・魚の輸送について 

・養殖業について 

 

 

Ａ－c 

Ｂ－f 

Ｄ－b 

①小木のイカ釣り漁業の様子について，イカ

釣り漁師の方から話を聞く。 

②小木漁港やそのまわりの様子について調

べ，その中から水産加工施設の見学に行く。 

※昨年度の学習で，小木漁港周辺の施設は見

学済み。入札の様子は動画で視聴する。漁

協と連絡を取り合い，水揚げや選別作業の

様子を観察することが可能。 

 （見学２時間） 

③魚の輸送について小木漁協の方から話を聞

くとともに，これまでの学習を振り返り，

イカ釣り漁業ついてまとめる。 

 

④穴水町のカキがどのように育てられ，出荷

されているかを，カキ養殖業をされている

方から話を聞く。 

Ⅰ漁師の話から必要な情報を読み取

り，働く人の工夫や苦労を理解し

ている。 

Ⅱ小木漁港では，魚種ごとに市場が

分かれていること，その周辺には

水産関連施設が充実していること

などと，小木漁港が全国有数のイ

カ漁獲高であることを関連付けて

考え，表現している。 

Ⅲこれまでの学習を振り返り，予想

と違ったことや新たに気付いたこ

となどを話し合うことにより，見

通しをもって追究している。 

Ⅰ話から必要な情報を読み取り，穴

水町のカキの養殖の様子や資料な

どから，カキを出荷するまでの働

く人の工夫や努力を理解してい

る。 

９
月 

これからの食料生産 

【社会】（２時間） 

・水産業の問題点 

・漁場の環境の悪化 

・水産資源の管理，

保つための仕組み 

Ｃ－a 

Ｃ－b 

①日本の食料生産（水産業）をめぐる問題点

について調べるとともに，これまでの学習

を振り返り，自分の考えをまとめ話し合う。 

②漁獲量を増やす取組について調べる。 

※小木で働く漁師の方や，「うみとさかなの科

学館」の館長の方から話を聞くとよい。 

Ⅲこれまでの学習を振り返り，さら

に調べることを見いだし，見通し

をもって追及している。 
Ⅰ資料から必要な情報を読み取り，

水産資源に限りがあるため，漁獲

量を維持するための持続可能な漁

業の取組やそれに関わる人々の工

夫や努力，水産物の資源管理につ

いて理解している。 

花から実へ 

【理科】（４時間） 

・受粉と実のでき方

との関係 

Ｂ－c ①海草の受粉と実のでき方との関係を調べる

ための方法を考える。 

②海草の受粉の様子を観察し，話を聞く。 

※海の中でも受粉をしている。陸と同じよう  

 に結実をしていることを学習。 

Ⅱ実ができるときの花粉の働きにつ

いての問題に対して，予想や仮説

を基に，解決の方法を考え，表現

している。 
Ⅰ陸の植物と同じように，海の植物

（海草）も受粉し実ができている

ことを理解している。 
Ⅰ植物の花のつくりや結実について

学んだことを理解している。 
Ⅲ植物の花のつくりや結実について

の学習を振り返り，表現しようと

している。 

18



 

19 

10 

月 

流れる水のはたらき 

【理科】（５時間） 

・川の災害が海にも

たらす影響 

・川の様子 

・天気と川の関係 

・環境問題について 

Ｃ－b ①川の水による災害や災害に対する備えにつ

いて，調べたり考えたりする。 

②九里川尻川を観察して，川や川の周りの土

地の様子について調べる。 

 （観察１時間） 

③流れる水の働きと土地の変化について，学

んだことをまとめる。 

④川と海との関係を振り返る。 

※３年生時の学習をさらに深める。 

⑤天気は，わたしたちのくらしに大きな影響

を与えていることを，これまでに学んだこ

とをもとに振り返る。 

Ⅱ川の水による災害や災害に対する

備えについて調べ，災害に備える

ことの重要性を考え，表現してい

る。 

Ⅲ実際の川を観察した結果から，流

れる水の働きについて考えようと

している。 

Ⅰ流れる水の働きと土地の変化につ

いて学んだことを理解している。 

Ⅲ流れる水の働きについての学習を

振り返り，表現しようとしている。 

11

月 

日本の貿易とこれか

らの工業生産 

【社会】（１時間） 

Ｄ－c ①日本がどのようなものを輸入しているかを

調べる。 

Ⅰ資料から必要な情報を読み取り，

日本の工業が原料やエネルギー資

源の多くを海外から輸入している

ことに気付き，輸入品が移り変わ

っていることを理解している。 

２ 

月 

環境とわたしたちの 

くらし 

【社会】（２時間） 

・海と環境 

・地球温暖化による 

海の変化 

Ｃ－b 

Ｃ－c 

①環境を守るために，自分たちにできること

を考え，話し合う。 

②話し合ったことをまとめる。 

Ⅱ学習したことを基に，国土の環境

保全のために自分たちにできること

などを考えたり，選択・判断したり

して表現している。 

Ⅲ学習したことを基に，国土の環境

保全のために自分たちにできるこ

となどを考えようとする。 

校内里海発表会で伝 

えよう 

【総合】（２時間） 

Ｃ－a ①学習してきたことを発表する。 

※３～６年生，地域，関係機関，中学生に向

けて発表する。 

Ⅲ学習したことを相手意識を持って

発表しようとしている。 

Ⅰ他学年の発表を見て，海洋教育に

ついて学びを深めている。 

３

月 

自然災害から人々を 

守る 

【社会】（１時間） 

Ｂ－f ①日本が世界の中でも自然災害が起こりやす

い国である理由を考える。 

※海洋プレート，海底の地形，津波など防災

教育と関連して指導。 

Ⅱ日本で発生する様々な自然災害と

国土の自然条件を関連付けて，自

然災害が発生する理由について考

え，表現している。 

 
 

  

※領域 A海に親しむ B海を知る C海を守る D海を利用する 
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第 6学年の実施内容 

 
小学 6年生では里海科において、5年生との合同によるイカの観察・解剖、イカ釣り

漁船の見学、魚（マアジ）の解剖、海藻実験（日光とでんぷん）、海岸清掃、海の安全

講習（着衣水泳）、気候変動と自然災害、地域食材を使った里海給食の授業などを実施

しました。他にも、陸上と水中の生き物の食物連鎖、陸と海と関わり合っている環境に

ついて学習しました。今年度は新たに石川県珠洲市での地引き網体験授業を行いました。

次項に第 6学年里海科年間計画を紹介します。 
 

  
       魚（マアジ）の解剖授業       海藻実験 
 

 
地引き網体験 

 

里海発表会 
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里海科年間計画                             第６学年 

 

 

 

月 
単 元 名 

【教科】（時数） 

指 導 の 内 容 

領域 学習活動 評価規準 

５
月 

イカす会に参加しよう 

【総合】(２時間) 

Ｂ－c 

Ｂ－e 

①地域の活性化をめあてにした「イカす会」

に参加して，イカ釣り船の様子やイカの

生態を知る。 

Ⅲイカ釣り船のしくみやイカの生

態に興味を持って活動している。 

 

６
月 

クリーン大作戦 

【総合】（２時間） 

Ｃ－c ①中学生との海岸清掃に取り組む。 Ⅱ海岸清掃を通して，環境とくらし

の関係を捉え，自分の暮らしにつ

いて見つめ直している。 

イカ釣り船団見送り 

【総合】（１時間）   

Ｂ－e 

 

①小木地区におけるイカ釣り船団の様子か

ら伝統的な産業であることを知る。 

Ⅰイカ釣り船団の見送りを通して

イカ漁に興味を持ち，伝統的な産

業であることを知ろうしている。 

動物のからだのはたらき 

【理科】（５時間） 

 

・腎臓のはたらき 

・魚の血管観察 

・動物の体の働きや

臓器の名称と位置 

・体の仕組み 

Ｂ－c ①腎臓の働きを調べ，魚の血管や血液の流

れを観察する。 

②魚の体内にある臓器について，それぞれ

の名称や体内の位置を確かめる。 

③生きていくための体の仕組みについて考

え，説明する。 

（魚の解剖：金大臨海実験所にて） 

④動物の体の働きについて，学んだことを

まとめる。 

Ⅱ体の中でいらなくなったものの

ゆくえについて調べ，腎臓の働き

について，適切にまとめている。 

Ⅲ魚の血管や血液の流れを観察し

ようとしている。 

Ⅰ生きていくための体の仕組みに

ついて考え，人や魚の体の中には

様々な臓器があり，それらの臓器

が互いに関わり合いながら生命が

維持されていることを捉え，表現

している。 

Ⅲ動物の体の働きについて理解す

るための解剖に取り組んでいる。 

植物のからだのはたらき 

【理科】（３時間） 

・植物のつくりと働  

 き 

 

Ｂ－c 

 

①海の植物の成長についてふり返る。 

（５年生時に学習済） 

②海草のつくりを観察し，はたらきについ

てまとめる。 

Ⅱ陸の植物と同様に，海そうも日光

が当たるとでんぷんができること

を理解している。 

Ⅲ植物体のつくりと働きについての

学習を振り返り，表現しようとし

ている。 

７
月 

生き物のくらしと環境 

【理科】（３時間） 

・生物と環境 

・生物と食べ物，空

気，水との関わり 

・食物連鎖 

Ｂ－d 

Ｃ－b 

 

①生物は他の生物や周りの環境とどのよう

に関わっているかを考える。 

②地球をめぐる生物と水との関わりについ

て考える。 

③生物と食べ物，空気，水との関わりにつ

いて，学んだことをまとめる。 

Ⅰ生物は，他の生物や周りの環境と

どのように関わっているかについ

て問題を見いだし，食べ物を通し

た生物のかかわりについて調べ，

表現している。 

Ⅱ生物は，空気や水を通して周囲の

環境と関わって生きていることを

理解している。 

Ⅲ生物と環境についての学習を振

り返り，表現しようとしている。 

◎評価の観点 
Ⅰ…知識及び技能  Ⅱ…思考力・判断力・表現力等  Ⅲ…学びに向かう力・人間性等 
理科（１５時間），家庭科（１０時間），総合的な学習の時間（１０時間） 

21



 

22 

９
月 

防災意識を持とう 

【総合】（３時間） 

Ｃ－b ①地震と津波の関係を振り返る。 

（５年生時に学習済） 

②中学生から防災に関する話を聞く。 

③学んだことをまとめる。 

Ⅰ津波から身を守る方法について

考え，学んだことをまとめている。 

Ⅲ津波の恐ろしさを知り，災害が起

きたとき，どのような行動をする

か理解している。 

Ⅲ話を聞いて，これからの自分の行

動を考え，活動を振り返り表現し

ようとしている。 

12 

月 

～  

１ 

月 

くふうしようおいし

い食事 

【家庭】（１０時間） 

 

・食事の計画・実践 

・栄養を考えた献立 

・消費行動 

・１食分の献立 

・地場産物 

・旬の海産物 

・地産地消 

Ａ－c 

Ｄ－b 

Ｄ－c 

①献立を立てるときは，栄養のバランスを

整えて，主食・主菜・副菜に汁物を加え

て食品を組み合わせて作ることを知る。  

②食事の計画を立てるとき，どのようなこ

とに気を付けるとよいか考える。 

※能登町の地場産物や旬の海産物について

調べる。 

③いろいろな食品を使ってご飯とみそ汁を

中心とした１食分の献立を考える。 

※栄養教諭と TT。 

④必要な材料・分量，用具，手順を調べて

調理計画を立てる。 

⑤買物の仕方について考え，材料の準備を

する。 

 

⑥家族が喜ぶおかず作りの調理実習を行

う。（調理実習２時間） 

※１食分の献立を作る。 

 海産物を扱う際は，地域の方を招き調理

法を教えていただくことも可能。 

 

 

⑦調理実習のふり返りをする。 

 

 

⑧みんなで楽しく食事をするために工夫で

きることについて考える。 

※考案した献立を「里海給食」とし，３学

期の給食に出す。高学年給食試食会開催。 

Ⅱ献立を構成する要素及び食品の

栄養的特徴が分かり，料理や食品

を組み合わせて献立を作る必要が

あることを理解している。 

Ⅲ栄養バランスを考えた食事につ

いて，課題解決に向けて主体的に

取り組もうとしている。 

Ⅰいろいろな食品を組み合わせ，１

食分の献立について考え，工夫し

ている。 

Ⅱ調理に必要な材料の分量や手順

が分かり，調理計画について理解

している。 

Ⅰ環境や用途に応じた買物の仕方

について考え，工夫している。 

Ⅲ環境に配慮した調理の仕方につ

いて，工夫し実践しようとしてい

る。 

Ⅱ材料や目的にあった調理の仕方，

盛り付け，配膳および後片付けに

ついて理解しているとともに，適

切にできる。 

Ⅰ栄養を考えた食事について，実践

を評価したり，改善したりしてい

る。 

Ⅰ栄養を考えた食事についての課

題解決に向けた一連の活動につい

て，考えたことを分かりやすく表

現している。  
 
 

２
月 

校内里海発表会で伝 

えよう 

【総合】（２時間） 

Ａ－c ①学習してきたことを発表する。 

※３～６年生，地域，関係機関，中学生に

向けて発表する。 

Ⅲ学習したことを相手意識を持っ

て発表しようとしている。 

Ⅰ他学年の発表を見て，海洋教育に

ついて学びを深めている。 
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ついて学びを深めている。 
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２
月
～
３
月 

地球に生きる 

【理科】（４時間） 

 

・人と環境 

・くらしが環境に及

ぼす影響 

・地球温暖化 

・エルニーニョ現象 

・SDGs 

（持続可能な開発目標） 

Ｃ－b 

Ｃ－c 

Ｄ－d 

 

①人と環境との関わりについて考える。 

②人は空気や水などの環境とどのように関

わり，その結果，どのような影響を及ぼ

しているかを調べ，まとめる。 

③人が地球で暮らし続けるために，自分た

ちでできることを考え，発表し合う。 

④資料を読んで，SDGsについて知り，持続

可能な開発目標の中で，その目標を達成

するために自分でできることを考え，人

と環境との関わりについてまとめる。 

Ⅰ地球や生物の写真を見たり，既習

の内容を振り返ったりしながら，

進んで地球と私たちの暮らしとの

関わりについて考え，問題を見い

だし，表現している。 

Ⅱ人は，空気や水，他の生物とどの

ように関わり，その結果，どのよ

うな影響を及ぼしているかについ

て資料などを選択して調べ，適切

に記録している。 

Ⅲ人の生活と環境との関わりにつ

いて見いだした問題について，他

者と関わりながら粘り強く調べ，

まとめようとしている。 

Ⅰ人が地球で暮らし続けるために，

自分たちにできることを，既習を

生かして考え，表現している。 

Ⅲ人の生活と環境との関わりにつ

いての学習を振り返り，表現して

いる。 

※領域 A海に親しむ B海を知る C海を守る D海を利用する 
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1－2 石川県能登町の小中学校への海洋教育支援 

 

能登里海教育研究所では、海洋教育特例校である小木小学校を中心に、主に石川県

能登町において海洋教育実践の支援を継続して行うことにより、他校・他地域でも普及

可能なモデル化を目標にプログラムを作成してきました。海洋教育特例校である小木小

学校での実践をモデルに、能登町内各小中学校で海洋教育カリキュラムを継続的に実施

するため、実践支援と教員へのフォローアップを行いました。 

笹川平和財団海洋教育パイオニアスクールプログラム石川県採択校である松波小学

校と松波中学校では、松波中学校で培養したクロレラとアルテミアを用いて、松波小学

校で実際の授業を実施しました。松波小学校ではイカ加工体験学習について、今回初め

て有限会社カネイシ代表取締役社長の新谷伸一氏にお願いし、小木の船凍イカを一夜干

し用にさばく作業や加工を支援いただきました。宇出津小学校では、「里海のために私

たちにできること」を考える授業があり、「うみとさかなの科学館」の館長・石崎徹氏

にゲストティーチャーとして支援いただきました。 

 

 

 

 

  

松波小学校 5、6年生 イカ加工体験学習 
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松波小学校 5、6年生 イカ加工体験学習 
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令和３年度 石川県能登町の小中学校教育における海洋教育支援一覧 

（石川県能登町立小木小学校の海洋教育支援をのぞく） 

 

学校名 日付 主催・担当組織 学習内容 

鵜川小学校 6年生 2021年 9月 15日 学校・能登里海教育研究
所 

海洋ごみ学習 

宇出津小学校 5年生 2021年 9月 27日 学校・能登少年自然の
家・能登里海教育研究所 

磯での魚釣り体験 

松波小学校 4年生 2021年 9月 28日 学校・能登海上保安署・
能登里海教育研究所 

海岸清掃（海洋ごみ学習） 

小木中学校 1年生 2021年 10月 1日 学校・能登里海教育研究
所 

海の探求ワークショップ 

柳田小学校 6年生 2021年 10月 1日 学校・能登里海教育研究
所・ゲストティーチャ

ー：野村進也氏 

身近な水環境と外来生物 

宇出津小学校 4年生 2021年 10月 6日 学校・能登里海教育研究
所 

磯観察 

柳田小学校 4年生 2021年 10月 26日 学校・能登里海教育研究
所・ゲストティーチャ

ー：野村進也氏 

川の水質と指標生物 

宇出津小学校 4年生 2021年 11月 15日 学校・能登里海教育研究
所・ゲストティーチャ

ー：石崎徹氏（うみとさ

かなの科学館） 

海に関わる仕事 

松波小学校 5、6 年
生 

2021年 11月 22日 学校・能登里海教育研究
所・ゲストティーチャ

ー：新谷伸一氏（有限会

社カネイシ） 

スルメイカの加工体験 

松波中学校 3年生 2021年 11月 29日 学校・能登里海教育研究
所 

海洋プランクトンの培養 

松波中学校 2年生 2021年 11月 30日 学校・能登里海教育研究
所 

海洋ごみ問題 

宇出津小学校 5年生 2021年 11月 30日 学校・能登里海教育研究
所 

道徳・海洋環境保全 

松波中学校（教員） 2021年 12月 20日 学校・能登里海教育研究
所 

プランクトン培養指導 
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   宇出津小学校 5年生、磯での魚釣り体験  宇出津小学校 5年生、海洋環境保全 

 

  

            松波小学校 4年生、海岸清掃        松波小学校 5年生、ウニの発生 

 

  

       松波中学校 3年生、プランクトンの培養  松波小学校 6年生、プランクトン観察 

 

松波小学校 6年生 2021年 12月 22日 学校・能登里海教育研究
所 

プランクトン観察・食物

連鎖 
松波小学校 5年生 2022年 1月 13日 学校・能登里海教育研究

所 
ウニの発生 

鵜川小学校 5年生 2022年 2月 4日 学校・能登里海教育研究

所 
ウニの発生 
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  小木中学校 1年生、海の探究ワークショップ  柳田小学校 6年生、身近な水環境と外来生物 

 

  

     柳田小学校 4年生、川の水質と指標生物    鵜川小学校 5年生、ウニの受精観察
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1－3 授業計画カードを用いた授業展開 

 
平成 28年度から活用を推進している「授業計画カード」は、今年度も引き続き海

洋教育支援を行うすべての学校で活用しています。「授業計画カード」は、学校教員

と外部指導者の意思疎通を十分にはかることを目的に、外部講師に依頼する際、担任

など学校教員にまず希望する計画案を記入してもらい、それを外部指導者に示して、

共同で指導内容を決定します。授業計画カードを実際の授業作成に活用するだけでは

なく、各学校の各授業についてどのような準備、外部講師、器材等が必要であったか

記録することにより、基本情報（データベース）を作成しています。今年度はこれら

を基にWeb上のデータベース構築へと発展させました。詳細は、「4. 4-2 Webプラッ
トフォーム「海の授業ちえぶくろ」」に記載しています。 
 

 

 
▲今年度授業で作成した授業計画カード 小木小学校 3年生 総合学習の時間 
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1－4 学会・研究会発表 

 
・6月 5日、JpGU2021（Japan Geoscience Union Meeting （日本地球惑星科学連合））
に松本研究員が参加し、「Interdisciplinary approach to support climate change 
adaptation measures in regional scale（地域の気候変動適応策を支える学際研究）」
セッションにて、「Local adaptation strategy to climate change considering local 
context in Thailand」のタイトルで農山漁村地域の気候変動適応戦略に関する招待講
演を行いました。 
・11月 17日に開催された、応用生態工学会金沢主催 WEB研修会「水辺のグリーンリ
カバリーを考える」で浦田研究員が海洋環境教育と課題と実践事例について報告を行

いました。 
・12月 4日、能登の里山里海学会 2021（主催・金沢大学 能登里山里海 SDGsマイス
タープログラム）で、浦田研究員が「能登のシルクロード〜里山の養蚕への新たな視

点〜」について口頭発表、谷内口事務局長、浦田研究員、松本研究員、能丸研究員が

ポスター発表を行いました。次項に発表資料を掲載しました。 
  
 
 

 
能登の里山里海学会 2021 ポスター会場 
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1－5 教材の作成 

 

・里海学習キット「つくってみよう！海そうふりかけ」 

昨年度、能登町立松波中学校、奥能登の地元企業との連携のもとで開発した、海藻や

エビなどを自分で調合し、好みの味のふりかけを作る学習キット「つくってみよう！海

そうふりかけキット」について、2021 年 3月 24 日～31日に先着順で限定 90セットを
提供しました。次項より、キットを体験した人を対象にしたアンケートの結果を示します。

今年度は、キットの継続的な提供体制について検討を進め、すり鉢は 5月末に焼きあがり、
100個を貸し出しできる体制になりました。学校など公教育での海洋教育活動のために貸し
出しセットを常備し、無償で提供しています。8月に海と日本プロジェクトの一環として限
定提供し、12月 4日に金沢大学主催の「能登の里山里海学会 2021」（石川県珠洲市）にお
いて一般を対象にした「体験ワークショップ 能登の海藻を食べよう！海藻ふりかけづく

り」にすり鉢とすりこぎを貸し出しました。 

 
 

 

 

 

日本財団の刻印入りのすり鉢 
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▼「つくってみよう！海そうふりかけキット」 同梱アンケート集計結果  
  
 「つくってみよう！海そうふりかけキット」では、教材とともに郵送アンケートを同梱

しました。質問紙は下記のとおりです。 
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返送数：47件
回答者数：70 人（親子・家族で体験の場合など、1 アンケートに回答者複数の場合があり
ます。また、子どもが体験者の際に親が体験者として記入されている場合とされていない

場合があります。帳票を正として集計しました。）

回収期間：2021/3/31～2021/9/3消印まで

◆回答者属性（年齢区分）

アンケート回答者の約５割は小学生、次いで多いのが未就学児（２～５歳）です。

◆年齢区分×キットでおもしろいと思ったところ（複数回答可)

すりつぶす体験、出来上がりの香り、ふりかけを食べられたこと、珠洲焼のすりばちが入

っていたこと、を選んだ人が多かったです。

子どもでは特に、体験に直接つながるものが読み物よりも高評価となりました。

35
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◆年齢区分×学校の授業で他の子もやったらいいと思うか（単一回答)

全体としてほぼ「とてもそう思う」「まあそう思う」が占めるポジティブな結果となりまし

た。

◆海でいいなと思うこと（自由回答）

回答内容を年齢区分別（未就学児／小中学生／大人）に見ると、未就学児や大人では美し

さ・感情に関する良さ、食に関する良さについての内容が多かったです。小中学生ではこ

れに加え、楽しさ、多様性に関する良さについての回答が見られました。

36
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れに加え、楽しさ、多様性に関する良さについての回答が見られました。
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◆海で心配だなと思うこと（自由回答）

どの世代でも、海洋ごみや生物・藻場の減少を危惧する回答が見られました。未就学児か

ら回答でもマイクロプラスチックという言葉がみられました。

◆海のことをもっと知りたくなったか（単一回答）

全体としてほぼ「とてもそう思う」「まあそう思う」が占めるポジティブな結果となりまし

た。本キットが海への興味関心を高めるきっかけになったと言えます。
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◆海でもっと知りたいこと（自由回答） 

 
どの世代でも、生き物の生態に関することが知りたいという回答がありました。これに加

え、小中学生では「さまざまな海藻がそれぞれどんな味がするのか」「海藻をどうやってと

って加工しているのか」「いろんなものがふりかけになるかもっとみつけたい」など、本キ

ットでの体験をさらに発展させたいという回答がみられました。 
 
◆このキットをやってみて、よかったことや困ったこと（自由回答・一部抜粋） 
・えびを粉々にするのが楽しかった。しいたけを粉々にするのが大変だった。（すぐにしっ

けるので、袋をあけたら一番最初につぶすといいね。）ふりかけがおいしくてよかった。

（未就学児） 
・能登の食材でふりかけを手作りできて、食育になると思いました。一緒に作った子ども

たちも興味津々で、また作ってみたいです。（未就学児の親） 
・えびがまるごと入っていて 3才の息子が大喜びでした。（未就学児の親） 
・ワカメのにおいのちがいにびっくりした。海のにおいがすごくした（ホンダワラ）。塩が

すごくおいしかった。塩田の体験してみたい。今まで食べたふりかけで一番おいしかっ

たと思う。（小学生） 
・海や海の生物に興味を持つきっかけになった。（小学生） 
のとにたくさん遊びに行きたくなった（小学生） 
・しいたけをつぶすのが難しかった。わかめがいいにおいだった。ついていた塩だけでも

おいしかったです！（小学生） 
・きのこをするのがたいへんだった（中学生）（※贈られた方から別途お手紙有） 
・色々な材料をすりつぶしていると香りが広がって、いいにおいでおいしそうでした。と

ても、楽しくて、おいしかったです。すずやきも平安時代からあるとわかりおどろきま
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した。しいたけは、なかなか細々にならなかったけど、すごくおいしかったです。とて

も良い体験ができました。ありがとうございました。（中学生） 
・10 歳の息子が作り方の本を詳しく読んで熟読していました。2 年生の娘は漢字も多く読
んでません。材料をまたそろえて作ればまたふりかけができるね！と作る前に話してま

した。楽しかった。すりつぶすときによい香りがして息子は楽しんでました。みそ玉も

今から作ってみます。子供に分かりやすい説明書にすると下の娘もやりやすいと思いま

す。（小学生の親） 
・すり鉢と内容量が合わず、こぼれる。塩はてっきりすべて入れるものを勘違いして、入

れそうになっていた。間違える方がほかにもいそう。しいたけの風味がよく、シンプル

ながらおいしいふりかけでした。（小学生の親） 
・自分で食べるふりかけ作り、ありそうでなかなかない企画ですね。材料がとても乾燥さ

せてあって、砕く音につられ作る最中犬が寄ってきました。（小学生の親） 
・海藻に興味がわいた。毎朝おいしくうれしそうにふりかけをかけてごはんを食べていま

す。ありがとうございました。楽しかったです。（小学生の親） 
・ふりかけを一口食べると口の中いっぱいに海が広がったようでした。目を見開くような

おいしさ！！すりつぶす作業は少し時間がかかりましたが、自分で作るというひと手間

がまた、満足感につながるのではないかと思います。キットの市販を望みます。海に関

するふるさと教育は素晴らしいと思います。能登の豊かな自然は世界に誇るものだと思

いますし、能登というふるさとを持つ中学生の皆さんは生まれながらに大きな財産を持

っているのではないでしょうか。今回、家族でキットを活用させてもらい、能登の海を

しばし体感することができました。 
・珠洲焼のすり鉢で、次は何をふりかけにしようか、能登に食材を買いに行こうかなどと

楽しく相談しています。松波中の皆さんがふるさとを離れても、能登が心のよりどころ

となりますように。そして地元の未来を担う子は誇りともって能登に暮らし続けられま

すよう、心より応援しています。ありがとうございました。（小中学生の親・40代） 
 
◆2021/4/14に児童発達支援・放課後等デイサービス施設「みんなで笑顔『木のおうち』」（津
幡町）から申し込みがあり、すり鉢の貸し出し・材料の提供、職員の方々への解説・指導

を行いました。 
その日の午後には職員の方々から子どもたちへ指導があり、体験後のふりかけは「食育お

やつ」のふりかけおにぎりとして子どもたちに提供されました。活動実施後、施設管理者

の酒井さんから以下のレポートをいただきました。 
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◆2021/5/14に日本財団・溝垣春奈さまにアンケートの速報報告を行いました。キットの内
容の説明、アンケート回答の分析を報告したところ、以下のようなコメントをいただきま

した。 
・コロナ禍の状況が長引き、学校などでの体験学習の機会が減っている今の時期に合った

企画。すりつぶすという独特の体験から、香り・味にも訴えてくるふりかけができあが

る一連の活動は、ただビデオを見るだけでは得られない強さがある。 
・地域特有の焼き物や海藻など、あまり知らない人によっても特徴がわかりやすい。ロー

カライズの良い事例である。 
 
 
2021年 4月 19日北國新聞 
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◆2021/5/14に日本財団・溝垣春奈さまにアンケートの速報報告を行いました。キットの内
容の説明、アンケート回答の分析を報告したところ、以下のようなコメントをいただきま

した。 
・コロナ禍の状況が長引き、学校などでの体験学習の機会が減っている今の時期に合った

企画。すりつぶすという独特の体験から、香り・味にも訴えてくるふりかけができあが

る一連の活動は、ただビデオを見るだけでは得られない強さがある。 
・地域特有の焼き物や海藻など、あまり知らない人によっても特徴がわかりやすい。ロー

カライズの良い事例である。 
 
 
2021年 4月 19日北國新聞 
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・「めざせ！イカ博士キット」春休み提供キャンペーン 2022 
昨年度、小木小学校と和平商店の協力を得て子どもたち向けに開発した「めざせ！イ

カ博士キット」の継続的な提供体制の調整を進めました。昨年度に実施しました本キッ

ト提供事業について、水産情報誌「アクアネット」9月号に紹介記事が掲載されました。
今年度は、本キットを活用し、2021年 11月 6日に東京都西東京市立柳沢中学校へ提供
しました。 
いったんは収束するかに見えた新型コロナウイルス感染は、2022年 1月より急激に

拡大し、2月には 1日あたりの新規感染者が 10万人にも及ぶこれまでにない拡大状況
となりました。特に年少者への感染が顕著となり、休校や外出自粛により、子どもたち

の体験学習の機会が大きく減る状況となりました。 
そこで、外出せずにできる体験学習をサポートすることを目的に、本キットの特別提

供を実施することにしました。内容は従来通り新鮮な小木の船凍スルメイカ 2尾、能登
里海教育研究所が作成した「海のいきものガイド イカのほん」、イカの下敷き、「能
登町の海の観察ガイドブック」をセットにしたもので、届いたイカを冷凍庫で保管すれ

ば、好きな時に解凍して観察できるようになっています。 
JFいしかわ小木支所に 100セットの製造と発送を委託し、全国からの申込者に提供

しました。合わせて教材開発支援として 1セットにつき 1000円のクラウドファンディ
ングを実施しました。2022年 3月 3日より 2週間の募集で 100セットすべての受付が
完了しました。都道府県別の提供状況は次項に示すグラフの通りとなっています。 

 

 
水産情報誌「アクアネット」9月号 
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・「イカの本」「能登の小木石」

金沢大学附属高等学校より依頼があり、図書館に収蔵のため、これまでに作成した「イ

カのほん」と「能登の小木石」を寄贈しました。

・「見える！イカの DNA」キット（仮称）の開発計画

廃棄されるイカの内臓を活用した DNA観察用キットの開発を進めています。
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・「イカの本」「能登の小木石」

金沢大学附属高等学校より依頼があり、図書館に収蔵のため、これまでに作成した「イ

カのほん」と「能登の小木石」を寄贈しました。

・「見える！イカの DNA」キット（仮称）の開発計画

廃棄されるイカの内臓を活用した DNA観察用キットの開発を進めています。

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

2 教員養成課程への海洋教育の普及  
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2－1 大学における海洋教育の授業 

 
学校教育課程での海洋教育活動の実践を支援し、普及を促すために、金沢大学教育

学域など将来の教員となる可能性のある学生に授業を行いました。また、今年度は東京

都西東京市立柳沢中学校へのオンライン海洋体験学習授業を実施し、明星大学の教員養

成課程学生にインタープリターとして指導にあたりました。関係者より高い評価と来年

度の継続実施の意向を受け、来年度も同様の事前研修を行う計画です。 
 
大学名・対象学部 日付 担当 講義内容 

金沢大学教育学域 2021年 5月 19日 浦田慎 海洋教育 

富山国際大学 2021年 7月 9日 浦田慎 
鈴木信雄  

臨海実習 

金沢大学理工系 2021年 7月 12日 鈴木信雄 海洋教育 

明星大学 2021年 7月 15日 浦田慎 イカの解剖授業（オンライ

ン） 

金沢大学理工系 2021年 8月 30日 鈴木信雄 生物学実習7(イカの解剖) 
石川県立大学環境科学科 2021年 9月 15日 浦田慎 里海の生物生態 
石川県立大学大学院 2021年 11月 9-10日 松本京子 環境科学特別講義Ⅱ（気候

変動とその影響と対策） 
 

 

 

 

富山国際大学の臨海実習 
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2－1 大学における海洋教育の授業 

 
学校教育課程での海洋教育活動の実践を支援し、普及を促すために、金沢大学教育

学域など将来の教員となる可能性のある学生に授業を行いました。また、今年度は東京

都西東京市立柳沢中学校へのオンライン海洋体験学習授業を実施し、明星大学の教員養

成課程学生にインタープリターとして指導にあたりました。関係者より高い評価と来年

度の継続実施の意向を受け、来年度も同様の事前研修を行う計画です。 
 
大学名・対象学部 日付 担当 講義内容 

金沢大学教育学域 2021年 5月 19日 浦田慎 海洋教育 

富山国際大学 2021年 7月 9日 浦田慎 
鈴木信雄  

臨海実習 

金沢大学理工系 2021年 7月 12日 鈴木信雄 海洋教育 

明星大学 2021年 7月 15日 浦田慎 イカの解剖授業（オンライ

ン） 

金沢大学理工系 2021年 8月 30日 鈴木信雄 生物学実習7(イカの解剖) 
石川県立大学環境科学科 2021年 9月 15日 浦田慎 里海の生物生態 
石川県立大学大学院 2021年 11月 9-10日 松本京子 環境科学特別講義Ⅱ（気候

変動とその影響と対策） 
 

 

 

 

富山国際大学の臨海実習 
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明星大学の解剖授業（オンライン） 
（明星大学理工学部総合理工科・大学院理工学研究科Webページ「GIGAスクール構

想に関連したオンラインによるイカの解剖実習の実施報告」より引用

https://www.sae.meisei-u.ac.jp/whatsnew/?p=4722） 

 

 

金沢大学の生物学実習 7(イカの解剖) 
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2－2 教職員に対する海洋教育支援活動 

 
長野県松本工業高等学校で、来年度より新規の海洋教育プログラムを実施する計画

が進んでおり、その事前研修として同校の理科教員に対する研修指導を 2022年 3月 24
日に実施しました。九十九湾を中心とした海岸での野外観察、スルメイカの解剖実習等

を実施し、来年度の生徒への教育活動に向けて準備を進めました。 
 
 

 
研修指導の様子 
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2－2 教職員に対する海洋教育支援活動 

 
長野県松本工業高等学校で、来年度より新規の海洋教育プログラムを実施する計画

が進んでおり、その事前研修として同校の理科教員に対する研修指導を 2022年 3月 24
日に実施しました。九十九湾を中心とした海岸での野外観察、スルメイカの解剖実習等

を実施し、来年度の生徒への教育活動に向けて準備を進めました。 
 
 

 
研修指導の様子 
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2－3 依頼講演・セミナー 

 

・石川県立自然史資料館のオープンミュージアム事業に参画し、2021年 5月 23日に浦
田研究員がオンラインでの報告を行いました。 
・2021年 6月 21日、能登町公害対策審議会に浦田研究員が委員として出席し、意見を
述べました。 
・11 月 11-12 日に出雲市で開催の熱源サミットに浦田研究員が参加し、情報交換を行
いました。 
・2022年 3月 5日にのと海洋ふれあいセンター主催「令和三年度石川の自然談話会」
にて浦田研究員が講演を行いました。 

  
 

 
令和三年度石川の自然談話会 

 
2022年 3月 7日北國新聞 
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3 能登モデルによる海洋教育の県内普及  
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3－1 石川県内外の学校における海洋教育 

 

 本事業第 1期（平成 27～29年）、第 2期（平成 30年～令和 2年）、第 3期（令和 3
年～現在に至る）を通じて石川県能登町で確立した海洋教育プログラムを活用し、石川

県珠洲市、金沢市、千葉県、東京都の小中学校、長野県と埼玉県の高校にて、海洋教育

の実践及び実践支援活動を行いました。他にも、石川県河北郡津幡町児童発達支援・放

課後等デイサービス「みんなで笑顔 木のおうち」にて、能登里海教育研究所で開発し
た海藻ふりかけキットによる食育を行いました（詳細は「1. 1-5教材の作成」に記載）。 
今年度より石川県内では、新たに石川県立金沢二水高等学校 2 年生の探究活動の支

援を開始し、海洋プラスチックごみ問題をテーマにした講義とディスカッションのサポ

ートを行いました。石川県立七尾高等学校でも新規に海洋ごみ問題の教育活動を展開し

ました。 

県外への普及活動として、新たに長野県松本県ヶ丘高校の臨海実習、長野県松本深

志高校と長野県松本工業高校では、ウニの発生観察授業を実施しました。松本深志高等

学校では、ウニの受精の観察、PCR の仕組みや DNA 抽出について指導し、松本工業
高校では、初のオンラインでのウニの発生実験指導を試行しました。また、東京都西東

京市立柳沢中学校では、能登小木の船凍イカを使ったイカの解剖の授業を指導しました。

同校の笹川平和財団海洋教育パイオニアスクールプログラム研究「教科カリキュラムに

組込んだオンライン授業による実習体験を可能にする海洋教育プログラムの開発」の一

環で実施され、授業では、イカの生態と気候変動の関係を解説したあと、カメラで手元

のイカを撮影しながらオンラインで解剖観察の指導を行いました。他にも、千葉県館山

市立西岬小学校で海の生物多様性と環境学習について、オンライン授業を実施しました。 
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3－1 石川県内外の学校における海洋教育 

 

 本事業第 1期（平成 27～29年）、第 2期（平成 30年～令和 2年）、第 3期（令和 3
年～現在に至る）を通じて石川県能登町で確立した海洋教育プログラムを活用し、石川

県珠洲市、金沢市、千葉県、東京都の小中学校、長野県と埼玉県の高校にて、海洋教育

の実践及び実践支援活動を行いました。他にも、石川県河北郡津幡町児童発達支援・放

課後等デイサービス「みんなで笑顔 木のおうち」にて、能登里海教育研究所で開発し
た海藻ふりかけキットによる食育を行いました（詳細は「1. 1-5教材の作成」に記載）。 
今年度より石川県内では、新たに石川県立金沢二水高等学校 2 年生の探究活動の支

援を開始し、海洋プラスチックごみ問題をテーマにした講義とディスカッションのサポ

ートを行いました。石川県立七尾高等学校でも新規に海洋ごみ問題の教育活動を展開し

ました。 

県外への普及活動として、新たに長野県松本県ヶ丘高校の臨海実習、長野県松本深

志高校と長野県松本工業高校では、ウニの発生観察授業を実施しました。松本深志高等

学校では、ウニの受精の観察、PCR の仕組みや DNA 抽出について指導し、松本工業
高校では、初のオンラインでのウニの発生実験指導を試行しました。また、東京都西東

京市立柳沢中学校では、能登小木の船凍イカを使ったイカの解剖の授業を指導しました。

同校の笹川平和財団海洋教育パイオニアスクールプログラム研究「教科カリキュラムに

組込んだオンライン授業による実習体験を可能にする海洋教育プログラムの開発」の一

環で実施され、授業では、イカの生態と気候変動の関係を解説したあと、カメラで手元

のイカを撮影しながらオンラインで解剖観察の指導を行いました。他にも、千葉県館山

市立西岬小学校で海の生物多様性と環境学習について、オンライン授業を実施しました。 
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令和 3 年度 学校教育における海洋教育支援一覧 
（能登町の小中学校をのぞく地域） 

 

学校名 日付 主催・担当組織 学習内容 

石川県河北郡津幡町児

童発達支援・放課後等

デイサービス「みんな

で笑顔 木のおうち」 

2021年 4月 14日 学校・能登里海教育研
究所 

海藻ふりかけキットによる

食育 

石川県立二水高等学校 2021年 4月 30日 学校・能登里海教育研
究所 

海洋プラスチックごみ問題

(探究) 
石川県立二水高等学校 2021年 5月 7日 学校・能登里海教育研

究所 
海洋プラスチックごみ問題

(探究) 
石川県立七尾高等学校 2021年 5月 7日 学校・能登里海教育研

究所 
海洋プラスチックごみ問題

(探究) 
石川県金沢市立西南部

小学校 
2021年 6月 16日 学校・能登里海教育研

究所 
海洋ごみ学習 

石川県金沢二水高校 2021年 6月 17日 学校・金沢大学臨海実
験施設・能登里海教育

研究所 

海洋生物多様性の講義 

石川県立七尾高校 2021年 6月 28日 学校・金沢大学臨海実
験施設・能登里海教育

研究所 

海洋生物多様性の講義 

石川県立七尾高校 2021年 7月 13-15
日 

学校・金沢大学臨海実

験施設・能登里海教育

研究所 

臨海実習（マリンサイエン

ス） 

長野県松本県ヶ丘高校 2021年 7月 27-29
日 

学校・金沢大学臨海実

験施設・能登里海教育

研究所 

能登臨海実習 

富山県立砺波高等学校 2021年 8月 24日 学校・金沢大学臨海実
験施設・能登里海教育

研究所 

臨海実習 

石川県珠洲市立直小学

校 
2021年 9月 17日 学校・能登里海教育研

究所 
海洋ごみ学習 

東京都西東京市立柳沢

中学校 
2021年 11月 6日 学校・明星大学・能登

里海教育研究所 
海洋環境（気候変動）イカの

解剖 
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石川県金沢市立大野町

小学校 
2021年 11月 18日 学校・能登里海教育研

究所 
身近な水質環境とマイロプ

ラスチック 
石川県七尾特別支援珠

洲分校 
2021年 11月 22日 学校・寺山水産・能登

里海教育研究所 
身近な魚の捕獲と観察 

石川県七尾特別支援珠

洲分校 
2021年 11月 25日 学校・能登里海教育研

究所・海洋漁業科学館 
海藻の観察としおり作り 

千葉県館山市立西岬小

学校 
2021年 11月 30日 学校・能登里海教育研

究所 
海の生物多様性と環境学習 

長野県松本深志高等学

校 
2021年 12月 11日 学校・能登里海教育研

究所 
ウニの発生、イカからの

DNA抽出実験 
石川県立七尾特別支援

学校珠洲分校 
2022年 2月 8日 学校・能登里海教育研

究所・ゲストティーチ

ャー：大野長一郎氏

（大野製炭工場） 

木炭の作り方や利用を学ぶ 

長野県松本工業高校 2022年 2月 16日 学校・能登里海教育研
究所 

ウニの発生 

埼玉県開智高等学校 2022年 3月 8日 学校・能登 SDGsツー
リズム協議会・道の駅

すずなり・能登里海教

育研究所 

海洋プラスチックごみ問題

（ヒンメリ作り） 

石川県立七尾特別支援

学校珠洲分校 
2022年 3月 10日 学校・能登里海教育研

究所 
ハマボウフウの保全 
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石川県金沢市立大野町

小学校 
2021年 11月 18日 学校・能登里海教育研

究所 
身近な水質環境とマイロプ

ラスチック 
石川県七尾特別支援珠

洲分校 
2021年 11月 22日 学校・寺山水産・能登

里海教育研究所 
身近な魚の捕獲と観察 

石川県七尾特別支援珠

洲分校 
2021年 11月 25日 学校・能登里海教育研

究所・海洋漁業科学館 
海藻の観察としおり作り 

千葉県館山市立西岬小

学校 
2021年 11月 30日 学校・能登里海教育研

究所 
海の生物多様性と環境学習 

長野県松本深志高等学

校 
2021年 12月 11日 学校・能登里海教育研

究所 
ウニの発生、イカからの

DNA抽出実験 
石川県立七尾特別支援

学校珠洲分校 
2022年 2月 8日 学校・能登里海教育研

究所・ゲストティーチ

ャー：大野長一郎氏

（大野製炭工場） 

木炭の作り方や利用を学ぶ 

長野県松本工業高校 2022年 2月 16日 学校・能登里海教育研
究所 

ウニの発生 

埼玉県開智高等学校 2022年 3月 8日 学校・能登 SDGsツー
リズム協議会・道の駅

すずなり・能登里海教

育研究所 

海洋プラスチックごみ問題

（ヒンメリ作り） 

石川県立七尾特別支援

学校珠洲分校 
2022年 3月 10日 学校・能登里海教育研

究所 
ハマボウフウの保全 
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左：石川県立二水高等学校の海洋ごみ問題（探究） 
右：石川県金沢市立西南部小学校の海洋ごみ拡散シミュレーションを使った授業 

 

 

  
     長野県松本県ヶ丘高校の能登臨海実習   石川県珠洲市立直小学校の海洋ごみ学習 

 

 

  

左：東京都西東京市立柳沢中学校のイカの解剖授業（オンライン） 

右：石川県金沢市立大野町小学校の身近な水質環境とマイロプラスチック授業（オンライン） 
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左：石川県七尾特別支援珠洲分校の身近な魚の捕獲と観察授業 

右：長野県松本深志高等学校のウニの発生とイカからの DNA抽出実験 

 

2021年 5月 28日北國新聞 

 

 

2021年 5月 29日北陸中日新聞 
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左：石川県七尾特別支援珠洲分校の身近な魚の捕獲と観察授業 

右：長野県松本深志高等学校のウニの発生とイカからの DNA抽出実験 

 

2021年 5月 28日北國新聞 

 

 

2021年 5月 29日北陸中日新聞 
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2021年 7月 29日北國新聞 

 

 
2022年 3月 9日北國新聞 
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2022年 3月 11日北國新聞 
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2022年 3月 11日北國新聞 
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3－2 金沢大学ジュニアドクター育成塾 

 

 前年度の第一段階において海洋教育の授業を実施した結果、海に関わる関心を持った

生徒があり、その生徒に対して発展的な海洋教育を、第二段階として今年度初めて実施

しました。イトマキヒトデの行動科学について、生徒による自宅での飼育観察への助言、

能登の海岸での採集の支援等を行ないました。また、ヒトデ類の五放射相称形態の生態

学的な意味を考えるために、野外環境での波によるヒトデへの影響を撮影した動画教材

を作成し、能登里海教育研究所の You Tubeチャンネルで公開しました。 

 

 

塾生の動物観察 

 

動画教材「ヒラモミジガイの行動と波の影響」 

（https://www.youtube.com/watch?v=_Xg37OXKLH8&t=1s） 
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3－3 その他の海洋教育支援活動 

 

学校以外において行った海洋教育関連の支援活動について報告します。 

 
・2021年 4 月 17 日、小学生から一般を対象にした小木公民館主催による九十九湾の見学
が開催され、能登里海教育研究所の浦田研究員が講師を務めました。イカの駅つくもーる

からのと海洋ふれあいセンターまで、磯の観察路を経て九十九湾探勝歩道を、かつての塩

田の護岸などを見学しつつ歩きました。 
・2021年 7月 28日、九十九湾の地形の変化などについて、北國新聞記事に浦田研究員
のコメントが掲載されました。 
・2021年 11月 7日、能登町小木港で確認されたユウレイクラゲについて、北國新聞記
事に浦田研究員のコメントが掲載されました。 

 

 
九十九湾遊歩道ウォーキング 

 
2021年 7月 28日北國新聞        2021年 11月 7日北國新聞 
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2021年 7月 28日北國新聞        2021年 11月 7日北國新聞 
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3－4 活動の公開と利用促進 

 

（1）Webサイトによる広報活動 

能登里海教育研究所が取り組む海洋教育促進事業の内容を広く紹介するため、

研究所のWebサイトを更新し公開しています。また活動について、常に新しい情
報を発信するために、Facebookページを活用し発信しています。現在、フォロワ
ーは地域の方や海洋教育に関わる方をはじめとする約 580名となりました。海洋
教育プログラムの支援・協力に及ぶ交流が生まれています。Web上では既刊ガイ
ドブックなどこれまで作成した教材の PDF ダウンロードサービスも行っていま
す。 

 
▼能登里海教育研究所 Web サイト 

  https://notosatoumi.com 
 
▼能登里海教育研究所 Facebook ページ 

  https://www.facebook.com/notosatoumikyouiku 
 

（2）新聞・広報による情報提供 

能登里海教育研究所では、次頁以降に示す通り、2018 年 2 月より能登町広報
（毎月発行）に連載記事を書いています。研究所の活動紹介を通じて海洋教育の

普及促進となることを目的としています。また、学校授業における海洋教育支援

や企画したイベント等は、新聞記事に取り上げられています。 
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4 海洋教育に関する情報の共有と発信  
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4－1 第 4回いしかわ海洋教育フォーラム 

 

 2022 年 2 月 26 日にイベント「第 4 回いしかわ海洋教育フォーラム学校と地域でつ
くる学びの海辺〜地域の力・科学の力を活かした教育活動～」を企画し、オンラインで

はじめて海外ともつながり開催しました。能登里海教育研究所主催、金沢大学環日本海

域環境研究センター共催、石川県教育委員会、金沢市教育委員会の後援で実施し、全国

から約 40名の参加がありました。 
 前半では、笹川平和財団海洋教育パイオニアスクールプログラム石川県採択校の 3校
全てと、特別ゲストとして西東京市立柳沢中学校にも今年度の海洋教育の実践事例につ

いてご発表いただきました。後半のプログラムでは、「海辺を守る地域学校協働活動」

をテーマにパネルディスカッションを実施しました。他にも、本フォーラムにあわせて

金沢海みらい図書館で開催しましたポスター展「海洋教育の地域実践報告」と、Web
プラットフォーム「海の授業ちえぶくろ」（詳細は「4. 4-2」に記載）の PR動画を作成
し紹介しました。 
 
▼石石川川県県海海洋洋教教育育報報告告会会・・意意見見交交換換会会  

 
  
▼▼パパネネルルデディィススカカッッシショョンン  
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▼ポポススタターー展展「「海海洋洋教教育育のの地地域域実実践践報報告告」」  

  

  
 

2022年 2月 5日北陸中日新聞 
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▼全全体体ププロロググララムム         総合司会：能丸恵理子（能登里海教育研究所 研究員） 

13:00 
（10分） 

開開会会挨挨拶拶                                              
  早川和一 
 （金沢大学 名誉教授・能登里海教育研究所 代表理事） 
来来賓賓挨挨拶拶  
  原宏史（金沢市教育委員会学校指導課 指導主事） 
  梅村岳大（日本財団海洋事業部 部長） 

13:10 
（70分） 

石石川川県県海海洋洋教教育育報報告告会会・・意意見見交交換換会会  座長：浦田慎（能登里海教育研究所 主幹研究員）  
 笹川平和財団海洋教育パイオニアスクールプログラム 石川県採択校 

 金沢市立大野町小学校 
 「環境にやさしいまち金沢～金沢市立大野町小学校の実践～」 
 能登町立松波小学校 
 「海に関する体験活動を通して、ふるさとの海に親しもう」 
 能登町立松波中学校 
「海藻から探る能登町の海  
  ～海に進んで関わろうとする生徒の育成を目指して～」 

 西東京市立柳沢中学校 
「＜イカの解剖＞生徒が「ワクワク」「ドキドキ」する魅力ある授業を目指して」 

 ＊15分（発表 10分・質疑応答 5分）×4校 
講講評評  
      加藤隆弘（金沢大学 人間社会研究域 学校教育系 准教授） 

14:20 「「海海のの授授業業ちちええぶぶくくろろ」」紹紹介介  ついに完成!!Webプラットフォーム  
14:25 
（10分） 

ポポススタターー展展示示のの紹紹介介「海洋教育の地域実践報告」 
＊海みらい図書館に展示（2/23（水）～3/1（火）） 

学校名・団体名 タイトル 

能登里海教育研究所 Stop Ocean Plastic Pollution 
能登町立松波中学校 SDGs14「海の豊かさを守ろう」 
能登町立小木小学校 海に親しみふるさとにほこりと愛着を持つ児童の育成 

～海に関する体験活動を通して～ 
松本京子（能登里海教

育研究所） 
地域資源を活用した教育活動におけるコーディネーターの

役割 
能丸恵理子（能登里海

教育研究所） 
泳げ！イソギンチャク 

石川県立七尾高等学

校 
学校の取り組み（スーパーサイエンスハイスクール） 
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渡部雪菜他（金沢大学

臨海実験施設） 
海綿動物の再凝着について 

のと海洋ふれあいセ

ンター 
いしかわ自然学校 海のまなび舎 
（磯観察、ヤドカリ学級、手作り教室、石川の自然談話会） 

谷内口孝治他（能登里

海教育研究所） 
ユニバーサルデザインによる里海授業 

石川県立自然史資料

館 
いしかわの自然の調査・学び・体験・交流をとおした地域づ

くり 
  

（15分） 休休憩憩  
 
 

14:50 
 

14:55 
（60分） 

 
 

15:55 
（40分） 

 
 

16:35 
（20分） 

パパネネルルデディィススカカッッシショョンン「海辺を守る地域学校協働活動」 
                  座長：松本京子（能登里海教育研究所 研究員） 
 趣旨説明 松本京子（能登里海教育研究所 研究員） 
 パネリスト 

 リットプリング ソンプラタナ（タイ国カセサート大学工学部 助教） 
 「海岸浸食の力学特性と脅威－地球規模問題と地域教育実践―」 
 タッサニー アピサック（タイ国 NPO Beach for Life） 

 「地域のユースによる海岸モニタリング活動」（15分＋5分） 
 清野聡子（九州大学大学院工学研究院環境社会部門 准教授・ 
             九州大学うみつなぎふくおか 統括プロデューサー） 
「地域知と科学を活かした地域づくり 

 －九州大学うみつなぎふくおかの事例から－」 
＊講演 30分・質疑応答 10分 
コメンテーター 塚脇真二（金沢大学環日本海域環境研究センター連携部門 教授） 
意意見見交交換換  

16:55 
（5分） 

閉閉会会挨挨拶拶  
  鈴木信雄 
  （金沢大学環日本海域環境研究センター 教授・能登里海教育研究所 理事）  
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第4回いしかわ海洋教育フォーラム　実施後アンケート結果

お住まいの都道府県

人数 ％

石川県 12 75.0

京都府 1 6.3

東京 1 6.3

富山県 1 6.3

神奈川県 1 6.3

合計 16 100.0

ご年齢

人数 ％

20代 2 12.5

30代 3 18.8

40代 4 25.0

50代 5 31.3

60代 1 6.3

70代 1 6.3

合計 16 100.0

人数 ％

14 87.5

1 6.3

0 0.0

1 6.3

16 100.0

人数 ％

12 75.0

3 18.8

0 0.0

1 6.3

16 100.0

今後このようなフォーラムがあったら、参加してみたいですか？

人数 ％

13 81.3

3 18.8

0 0.0

0 0.0

ぜんぜん参加したくない 0 0.0

16 100.0

上記のように思われた理由を教えてください。

次回のフォーラムについて、もし参加されるとしたらどのような開催方法が良いと思いますか？

人数 ％

6 37.5

2 12.5

3 18.8

2 12.5

3 18.8

16 100.0

登壇者の方々へ感想やメッセージがあればぜひお寄せください。

能登里海教育研究所にメッセージがあればお寄せください。

とても良い取り組みだと思います。お疲れ様でした。

開催ありがとうございました。大変勉強になりました。いつか研究所をお訪ねできたらと考えております。（見
学などは可能でしょうか？）早くコロナが落ち着きますように。

パイオニアスクールだからこそできる実践を知りたかった。
意見交換や質疑応答の時間がもっとあるとよかった。
準備・運営等大変だったと思いますが、とても有意義なフォーラムでした。
加藤教授の教育的な視点でのご講評があることで教育者は参考になりますし、
それ以外の方々も教育現場の実態を知ることができます。
ぜひ、この先も続けていってほしいなと思います。
ありがとうございました。

「地域の若手活動家による海岸モニタリング活動」タッサニー アピサック氏（タイ国NPO Beach for Life）の内容はいか
がでしたか？

「石川県海洋教育報告会/意見交換会（大野町小・松波小・松波中・柳沢中）」の内容はいかがでしたか？

準備、運営ありがとうございました。

お疲れさまでした。また、共同開発よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。

貴重な学びの機会をいただき、ありがとうございました。小木小学校以外でも、着実に取り組み進められて
いる様子がよく伝わりました。地域の学校とのつながり、学びのバリエーションを増やしていくことは大変だと
思いますが、是非継続して取り組んでいただければ幸いです。

素敵な会をありがとうございました。

皆さんの健闘ぶりは素晴らしいものがあります。参加者と心が通う運営で大盛会です。

清野先生の九州大学うみつなぎの取組を興味深く聞くことができました。ごみを地域別の調査すると共に、
経年で調査していくことで、違いが見えてくるだろなと思いました。っそのためには、子供たちに共通のワー
クシートがあれば良いと考えられるので、検討してみたいと思いました。

いずれの発表もよかったですが、特にタイからお二人のお話によりモンスーン時期の海岸浸食や低気圧の
高潮の大変さを教えていただきました。そのなかでのモニタリング活動による啓蒙活動は貴重です。

清野先生へ
コロナのピンチをチャンスに変えてしまう柔軟さ、中学生の本音をくみ取るあたたかさ、「関係性を変える」と
いう言葉が心に残りました。ありがとうございました。

素敵な発表をありがとうございました。
活動のみの発表ではなく、そこからどのような学びを得たのか、学んだことをどのように発信・表現したのか
が不明瞭だったので、そこをもう少し知りたかった。大野町小学校は近場の海と川のつながりから「海洋ご
み」というテーマで学習を深めたことが分かりやすかった。柳沢中学校の取組をもっと広めて石川県でもで
きると良いなと思う。

ありがとうございました。お疲れ様でした。 お疲れが出ませんようにご自愛ください。

おつかれさまでした

ありがとうございました。ご教示いただきました事を胸に、日々精進して参ります。

お忙しい中ありがとうございました。

様々な困難があると思いますが、継続してください。

ありがとうございました。

タイの取り組み、興味深かったです。学校教育での扱いについて、さらに掘り下げて伺ってみたいです。子どもたちの意識を環境問題に向けることは、とても大切なことだと、私自身感じていたところです。そのた
めの、学校と専門家を繋ぐインタープリターの育成が必要だという、和田先生のお話に共感しました。そこ
に少しでも近づけるようにしていきたいと思いました。

新たな知見を得ることができるから。

海洋教育の真髄に触れる内容が展開されています。

海洋教育の素晴らしさが、国内のみならず国外からも理解できた。

現場の先生、研究者、双方の意見を聞くよい機会だから

他校の実践を知り海洋教育の学習内容の幅を知ることができるから。

教員ではない私にとって、多くの教員や専門家、研究者の経験を共有していただける機会は極めて貴重で
す。非常に勉強になりました。
ありがとうございました。またよろしくお願いします。

かたよった情報でなく、いろんな立場の方の意見を聞いて、自分で判断できるようにしたい

パイオニアスクールの取り組みがあまり進歩がないような気がするから。前半は無くてもよいのが本音です。
後半のパネルディスカッションは良かったです。

新しい視点をもらえるから。また、自分の活動の方向性が正しいか、確認できる。

日本内外の具体的な事例について、直接お話しを聞くことができてよかった。自分だったらどのように関
わっていけるか、考えながら聞いていました。興味深かったです。実践報告について、小学校から中学校へつながる学びの可能性が見えました。是非継続して、小学校で
学んだ子供たちが、さらに中学校で取り組み、やがては自ら課題問題意識を持って取り組む姿が見えるよ
うになることを期待しています。
後半のフォーラムでも、先生方の具体的な取り組みを元にした内容で、とてもわかりやすかったです。

オンラインで講演を聞く形式

オンラインで参加者同士が交流する
形式

合計

ホールなど会場に集まって直接
講演を聞く形式

ホールなど会場に集まって参加
者同士が交流する形式

その他

ぜひ参加したい

まあ参加したい

どちらともいえない

あまり参加したくない

合計

よかった

普通

よくなかった

見ていないのでわからない

合計

よかった

普通

よくなかった

見ていないのでわからない

合計
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第4回いしかわ海洋教育フォーラム　実施後アンケート結果
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上記のように思われた理由を教えてください。
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す。非常に勉強になりました。
ありがとうございました。またよろしくお願いします。

かたよった情報でなく、いろんな立場の方の意見を聞いて、自分で判断できるようにしたい

パイオニアスクールの取り組みがあまり進歩がないような気がするから。前半は無くてもよいのが本音です。
後半のパネルディスカッションは良かったです。

新しい視点をもらえるから。また、自分の活動の方向性が正しいか、確認できる。

日本内外の具体的な事例について、直接お話しを聞くことができてよかった。自分だったらどのように関
わっていけるか、考えながら聞いていました。興味深かったです。実践報告について、小学校から中学校へつながる学びの可能性が見えました。是非継続して、小学校で
学んだ子供たちが、さらに中学校で取り組み、やがては自ら課題問題意識を持って取り組む姿が見えるよ
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合計

ホールなど会場に集まって直接
講演を聞く形式

ホールなど会場に集まって参加
者同士が交流する形式

その他

ぜひ参加したい

まあ参加したい

どちらともいえない

あまり参加したくない

合計

よかった

普通

よくなかった

見ていないのでわからない

合計

よかった

普通

よくなかった

見ていないのでわからない

合計
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4－2 Webプラットフォーム「海の授業ちえぶくろ」 

 

 海洋教育の授業実践事例を蓄積し、一覧できる Web プラットフォーム「海の授業ち
えぶくろ」を 2022年 1月 25日に正式公開しました。学校の先生には、過去の事例を
スムーズに再現し、磨きをかけて次の授業に活かしていただくため、保護者や地域の方

には、海洋教育が何をしているのかを見ていただくことを目的に、誰にでも気軽にご覧

いただける事例集になっています。 
 
▼「海海のの授授業業ちちええぶぶくくろろ」」ササイイトト 
  https://chiebukuro.notosatoumi.com/ 

 

 

2022年 1月 28日北陸中日新聞 
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4－3 里海公開セミナー 

 

2016 年度より開始した里海公開セミナーは、今年度は 2022 年 3 月 12 日に北海道
大学名誉教授の桜井泰憲氏（函館国際水産・海洋都市推進機構函館頭足類科学研究所・

所長）による「スルメイカ復活のシナリオと高鮮度流通を目指して」を開催しました。

新型コロナウイルス感染対策のため、申込者限定で参加人数を限っての開催とし、本セ

ミナー開催により、海洋教育の支援にあたる研究・教育関係者・一般市民を対象として、

海洋に関する知見の普及と、海洋教育への理解の推進をはかりました。 
スルメイカをはじめ、日本近海のさまざまな水産物の資源量や回遊パターンの変化

と海水温変動との関係や、採れたイカの鮮度維持方法についても、「イカ活チャ器」の

効果について具体的なデータとともに解説されました。集まった研究者や漁業者からは、

「漁獲制限量について、魚種転換などを踏まえた算出はできないか」「小木で試行して

いる、船上で内臓を抜いての一尾凍結は神経締めと同じ効果があるか」といったこの機

会を活かした質問が相次ぎ、大きな意義を感じるセミナーとなりました。 
 

  

うみとさかなの科学館・オーシャンシアター セミナー会場 

 
2022年 3月 13日北國新聞 
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4－4 比較内分泌学会 

 

 11月 14日に能登里海教育研究所共催・第 45回日本比較内分泌学会大会記念公開フ
ォーラム「高大連携で進化する海の探究」を開催し、次項に示すちらしの通りのタイト

ルで石川県立七尾高等学校、石川県立金沢二水高等学校、富山県立砺波高等学校、長野

県松本県ヶ丘高等学校が口頭発表を行いました。150名以上の参加者のもとで成功裏に
終了しました。 
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4－5 日本宇宙生物科学会第 35回大会、公開講演会

今年度新たに宇宙生物科学会と連携し、9 月 26 日に海洋教育と宇宙教育をテーマに
した公開講演会とパネルディスカッションを実施しました。オンラインで 46名の参加
者があり、海洋教育＋宇宙教育という新たな視点でのディスカッションが行われました。

今後の連携による相乗効果が期待されます。

日
本
宇
宙
生
物
科
学
会

公
開
講
演
会

「

金
沢
大
学
か
ら
宇
宙
へ」

八
木
谷

聡

金
沢
大
学
理
工
研
究
域

教
授

先
端
宇
宙
理
工
学
研
究
セ
ン
ター

長

★同時開催�
14:20〜�

宇宙少年団金沢支部
活動報告会

①冒険心 －天体観望キャンプ他－
② 匠の心 －卵落としコンテスト 他－
③ 好奇心 －合同見学会他－

★参加は無料です。 どなたでも参加いただけます。 �
下記URLまたは右上QRコード より申し込みく ださい。 �
h ps://forms.gle/jKQkWXmyUgteqRWd6�

★日本宇宙生物科学会のホームページにもリ ンクがあります。

パネリ スト
八木谷 聡（ 金沢大学理工研究域先端宇宙理工学研究センター）

加藤隆弘（ 金沢大学人間社会研究域学校教育系）

平山 順（ 公立小松大学保健医療学部）

小林幸雄（ 日本宇宙少年団金沢中央エンデバー分団）

浦田 慎（ 能登里海教育研究所）

コーディ ネーター
鈴木信雄（ 金沢大学環日本海域環境研究センター）

開催日 令和３年9月26日（日）13:30〜�
開催方法 オンライン（Zoom）�

主催： 日本宇宙生物科学会
共催： 金沢大学環日本海域環境研究センター
・ 公立小松大学・ 富山大学・ 能登里海教育研究所

15:10〜�
パネルディ スカッ ショ ン

「 宇宙につながる海の学び」
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4－6 海とみらいの科学の日 2021 

 

 7 月 30 日、金沢海みらい図書館において、イベント「海とみらいと科学の日 2021」
が開催されました。能登里海教育研究所と金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実

験施設が協力し、海の科学体験教室「PRC 検査でわかる！海のいきものとウイルスの
フシギ～DNA×PCRのこと、もっと学ぼう～」を実施しました。関連企画として、図
書館のロビーに一般公募した写真を展示する「海の写真展～能登の海のいきものと人の

くらし～」を行いました。次項より本イベントのちらしと、海の科学体験教室の参加者

を対象としたアンケート結果を紹介します。 
 

▼海海のの科科学学体体験験教教室室「「PPCCRR 検検査査ででわわかかるる！！海海ののいいききももののととウウイイルルススののふふししぎぎ～～DDNNAA××PPCCRR のの

こことと、、ももっっとと学学ぼぼうう～～」」  

 金沢大学環日本海域環境研究センター鈴木信雄教授による小学生向けの講義、浦田研究

員による DNAや PCRを解説する特別授業を開催しました。海の生き物と遺伝子の解明、
昨今のコロナ禍と RNAワクチンについての理解も合わせて深める内容となりました。体験
教室の様子は、金沢市図書館 Kanazawa City Library の You Tube（https://www.youtu
be.com/watch?v=GqNqqr7Gi34）で公開されています。 
 

        

  

▼▼公公募募展展「「海海のの写写真真展展～～能能登登のの海海ののいいききももののとと人人ののくくららしし～～」」  
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（アンケート集計結果の提供：金沢海みらい図書館） 
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（アンケート集計結果の提供：金沢海みらい図書館） 
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4－7 アマモ場再生事業 

 

 昨年度からの活動に引き続き、アマモ場再生の取り組みを実施しました。石川県七尾

市西湾に海草のアマモの種約 10万粒を植え付ける作業を行いました。能登の森里海研
究会が主催し、石川県輪島市の日本航空高校石川潜水部と共に能登里海教育研究所が協

力しました。活動の様子は、日本航空高校石川潜水部 JAA divingの You Tubeチャン
ネルでも公開されています。（https://www.youtube.com/watch?v=qZMk4jj3Ax8） 
 
2021年 10月 25日北陸中日新聞 
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4－8 海と日本 PROJECT in いしかわ 

 

海と日本 Project in いしかわの「能登内浦・海のヒミツ調査隊」に教材提供と講師
派遣の支援をしました。2021年 8月 18日に石川県珠洲市立正院小学校 5、6年生を対
象にイカ解剖授業を浦田研究員が行い、翌 19日に研究所から里海学習キット「めざせ！
イカ博士キット」を小木漁協へ委託し、各児童の家庭への発送を行いました。他にも、

小学校 4、5、6年生を対象とした石川県主催の「SDGsエコキャンプ in能登」が 2021
年 10月 16-17日に能登少年自然の家で開催され、ナイトプログラム「海洋プラスチッ
クごみのゆくえに関するお話」を浦田研究員が担当しました。海と日本プロジェクトの

一環として、大麦ストローの準備をロータスコンセプトと石川テレビが協力しました。 
 

 
能登内浦・海のヒミツ調査隊でのスルメイカの解剖 

  

  
SDGsエコキャンプでの海洋プラスチックごみ問題の講義 

（写真は上下とも「海と日本 Project in いしかわ」のWebサイトより引用 
https://ishikawa.uminohi.jp/） 
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2021年 8月 19日北陸中日新聞 
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